
AX シリーズについて
A10ネットワークスのAXシリーズは、業界最高のプライスパフォーマンスを提供する次世代のアプリケーションプラットフォームです。ハイパフォーマ
ンスで拡張性の高いWebアプリケーションデリバリーサービスを構成し、アプリケーションの可用性を最大化することによって企業やISPのビジネス
をサポートします。AXのAdvanced Core Operating System（ACOS）アーキテクチャーは、Scalable Symmetrical Multi-Processing（SSMP）テクノ
ロジーを搭載する革新的なOSであり、数々の賞を受賞しています。設計段階から最適化されたマルチCPUアーキテクチャーを持つACOSは、
パフォーマンス、拡張性、信頼性において他社製品よりはるかに優れています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。
http://www.a10networks.co.jp/products/axseries/

A10 Networks/A10ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はアプリケーションネットワーキング分野におけるリーダーとして、高性能なアプリケーションネットワーキングソリュー
ション群を提供しています。世界中で数千社にのぼる大企業やサービスプロバイダー、大規模Webプロバイダーといったお客様のデータセンターに
導入され、アプリケーションとネットワークを高速化し安全性を確保しています。A10 Networksは2004年に設立されました。米国カリフォルニア州
サンノゼに本拠地を置き、世界各国の拠点からお客様をサポートしています。
A10ネットワークス株式会社はA10 Networksの日本子会社であり、お客様の意見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネット
ワーキングソリューションをご提供することを使命としています。
詳しくはホームページをご覧ください。  www.a10networks.co.jp    Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan 

さくらインターネット株式会社について
さくらインターネットは、国内最大級の大容量・高速バックボーンと自社運営のデータセンターを所有するインターネットサービス事業者です。
高品質かつコストパフォーマンスの高いレンタルサーバーなどのホスティングサービスや、サーバーを預かり、インターネット回線へ接続するハウジ
ングサービスを提供しています。優れたトラフィック配信能力から、ブログやSNS、コンテンツ配信サイトなどアクセスの多い人気コンテンツ事業者
から多くの支持を受けています。http://www.sakura.ad.jp/

さくらインターネット株式会社
さくらインターネット研究所 上級研究員

大久保   修一 氏 (右)

運用部 サービスオペレーション第二チーム
井上   昌之 氏 (左)

■課題:
・ 増加するトラフィックに合わせて処理能力

 を向上させたい

・ IPv6への対応

■導入の決め手:
高いパフォーマンス、IPv6のサポート

■利用機能:
レイヤー4 ロードバランス

■使用機種:
AX 2500

■導入効果:
高いパフォーマンスでのサービス提供と、
運用負荷の軽減

さくらインターネットは国内最大級の高速バックボーンを持つデータセンター事業者
です。ホスティング、ハウジングサービスを自社で運用する同社は、顧客に低価格
かつ高品質なサービスを提供しています。

■増加するDNSトラフィックとIPv6対応への課題
さくらインターネットは、データセンター顧客向けにDNSシステムを構築しています。
同社は従来、他社のサーバーロードバランサー製品を使用してこのDNSクエリを処
理していましたが、DNSトラフィックは日々増加し続けており、それに合わせてサー
バーロードバランサー製品のパフォーマンスも増強する必要がありました。

顧客に高品質なサービスを提供するため常に先進技術の研究を進めていた同社
はまた、今後増加すると予測されるIPv6トラフィックにDNSシステムを対応させる
ため、IPv6に対応したロードバランサー製品の導入を検討していました。

同社は、これらの課題を解決するためサーバーロードバランサー製品の入替えを
決定し、新しい製品の選定を開始しました。

■圧倒的なパフォーマンスを記録したAXシリーズ
機器選定にあたっては、課題となっていたパフォーマンスやIPv6対応に加え、コスト
パフォーマンスや操作性の高さが重視されました。

さくらインターネットは、既に導入実績がある他社メーカーのサーバーロードバラ
ンサー製品とA10ネットワークスのAXシリーズの2社で選定を行った結果、実機に
よる検証で想定以上のパフォーマンスを記録した点、IPv6にネイティブで対応して
いる点が決め手となり、AX 2500の導入を決定しました。また、AXシリーズが同価
格帯の製品と比べて圧倒的にパフォーマンスが高い点、CLIが使用可能な点も高く
評価されました。

■ IPv6に対応したハイパフォーマンスなDNSシステムの実現
AX 2500は、さくらインターネットのデータセンターの一つである大阪の堂島データ
センターにおいて、DNSシステムの一部としてDNSキャッシュサーバーの手前に導
入されています。配下のDNSサーバーは複数台配置され、DNSトラフィックを高速
に処理しています。ピーク時には一秒当たり4万程のDNSクエリを処理する同社の
DNSシステムでは日 ト々ラフィックが増加し続けていますが、AXシリーズは余裕の
パフォーマンスでこれを処理しています。

AXシリーズはIPv4/IPv6デュアルスタックとしても動作し、IPv4トラフィックに加え、
IPv6トラフィックも処理できるように構成されています。AXシリーズやその配下の
DNSサーバー群は２セット用意され、AXシリーズの上位のルーターがIP anycastで
ルーティングすることによってシステム全体の冗長性を実現しています。

■ ハイパフォーマンスなAXで運用負荷を軽減
さくらインターネット研究所の上級研究員である大久保 修一氏は
次のように述べています。

「一つの筺体で豊富なIPv4枯渇対策/IPv6移行のソリューションを
提供しているA10製品に魅力を感じました。さらに最新技術を積極
的に製品に取り入れていくA10のビジョンにも将来性を感じます。」
「技術メンバーの迅速なサポートもA10の魅力の一つです」

AXシリーズのパフォーマンスの高さは、運用面でもメリットがある
ものでした。運用部サービスオペレーション第二チームの井上昌之
氏は次のように述べています。

「従来は、トラフィックが増える度にサーバーロードバランサーの
負荷状況を注意深く監視している必要がありましたが、AXシリーズ
導入後はその必要がなくなりました。結果として 運用負荷が軽減
できたことを実感しています。」

今後もさくらインターネットは他拠点のデータセンターのDNSシス
テムにもAXシリーズを導入していく予定です。
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多様化するニーズに応えながらホスティング、クラウドサービスを1996年のサービス開始以来提供してきたat+link（エーティーリンク）。
のべ2万台の運用実績を持っており、そのサービスは低価格ホスティングでは物足りない、しかし過剰な投資はしたくないという多くの
ユーザーに支持されてきました。利用料金の低さを求めるユーザーがいる一方で、高いパフォーマンスが求められるサービスもあります。
そうしたサービスで、システム全体のパフォーマンスを高めるために選ばれているのが、A10ネットワークスのAXシリーズです。

■課題：パフォーマンスが求められるゲーム業界、キャリア向けサービス
株式会社リンクはat+linkブランドで、ホスティングやクラウドサービスを提供しています。
ビジネスの中心はマネージドホスティングですが、個別の業界や企業に向けて作り込んだ
プラットフォームも提供。at+linkアプリプラットフォームと呼ばれるそのサービスの中でも、
特にパフォーマンスへの要求が厳しいのが、ゲーム向けプラットフォームとキャリア向けプラット
フォームだと、中島弘基氏は語ります。

「たとえばオンラインゲームでは、サーバーのレスポンスが、快適なゲームの必須条件に
なっています。プラットフォームの構築においてもパフォーマンスが大きな要件になっており、
サーバー機器、ネットワーク機器、ストレージ等すべてにおいてハイパフォーマンスな製品を
組み合わせて構築されています」

当然、組み合わされるロードバランサーにも高いパフォーマンスが求められました。しかも、
サービスとして利用者に安心して使ってもらえるよう、信頼性や実績が認められており、
低コストな機器が必要でした。

■検証：パフォーマンス、コスト、サポートのバランスの良さを評価
ベンダー5社の製品にオープンソースのロードバランサーまで視野に入れた製品選定が行
なわれ、パフォーマンス、コスト、運用性などあらゆる面から検討が加えられました。その結
果選ばれたのは、A10ネットワークスのAXシリーズです。

「最も大きな決め手となったのは、やはりパフォーマンスです。AXシリーズは、スループット、
同時コネクション数ともに高い性能を持っています。実績も多く、それでいて低コストで導入
できるのは非常に魅力的でした」

選定の決め手について、滝村享嗣氏はそう振り返ります。パフォーマンスという点ではオープ
ンソースのロードバランサーも十分な結果を残しましたが、サポート体制の整っていないも
のをサービスには採用できなかったと滝村氏は説明しました。

「サービスとして提供するプラットフォームに採用するので、サポートの質やスピードは大切
です。A10ネットワークスは国内にサポートエンジニアを多数擁しており、そうした際のレス
ポンスも早いので安心してサービスに採用できますね」

■導入効果：SSLやL7処理などAXの活用をさらに深める
ことで、さらにパフォーマンスの高いサービスへ

ゲーム向けプラットフォームを中心に、高いパフォーマンスが求めら
れるサービスにAXシリーズは導入されていきました。導入規模は次
第に大きくなり、現在リンクでは冗長化構成で10セット以上、20台を
超えるAXシリーズが稼働しています。特にL4ロードバランシングに
おけるスループットの高さ、多数のコネクションが集中した状態で
の安定性の高さ、従来のスイッチ製品では設定が難しかった複雑な
ルーティングも実現する柔軟性の高さに満足していると、中島氏は
言います。

「あるゲームではイベントのタイミングでコネクションが集中します
が、CPU負荷も安定しており安心して見ていられます。詳細なレポー
トを取れるので、キャンペーンやサービス期間の終了間際などアク
セスが集中した際の負荷状況を詳しくレポートできるのも助かりま
すね。サービスのキャパシティプランニング（サイジング）に役立つ情
報を提供できるので、利用者からも好評です」

リンクでは現在、AXシリーズの利用範囲を広げ、より良いサービス
づくりに活かそうという動きが高まっています。そのひとつが仮想化
機能であるADPを使ったもので、仮想ファイアウォールとの連携によ
りクラウドサービスに適したネットワーク機能の提供形態を実現し
ようとしています。またサーバーの処理負荷を下げてサービスのパ
フォーマンスを向上させるため、高度なL7処理やSSLの処理をロー
ドバランサーにオフロードすることを検討しています。その点におい
ても2048ビットのSSL暗号に対応したSSL高速化機能や、複雑なL7
処理を行なうスクリプト言語aFleXを搭載するAXシリーズなら問題
ありません。滝村氏はAXシリーズ、A10ネットワークスへの期待を次
のように語ってくれました。

「aFlexをうまく使うことで、いまはサーバー側で対応しているような
処理をAXシリーズで行なうようにすれば、さらにパフォーマンスの高
いサービスを提供できるようになるはずです。aFlexは工夫次第で色々
なことができる可能性を秘めていると思うので、A10ネットワークスさん
からの情報提供や、開発者同士で情報交換できる場が増えていくと
嬉しいですね」

各ADP上で、SSL高速化やaFleXによる高度なL7処理を実現

AXシリーズを使いハイパフォーマンスな
ホスティングサービスを提供

株式会社リンク
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「AXシリーズの高いパフォーマンスによって、
運用負荷の軽減を実感しています」

「一つの筺体で豊富なIPv4枯渇対策/IPv6移
行のソリューションを提供しているA10製品
に魅力を感じました。さらに最新技術を積極
的に製品に取り入れていくA10のビジョンにも
将来性を感じます。」
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かつ高品質なサービスを提供しています。

■ 増加するDNSトラフィックとIPv6対応への課題
さくらインターネットは、データセンター顧客向けにDNSシステムを構築しています。
同社は従来、他社のサーバーロードバランサー製品を使用してこのDNSクエリを処
理していましたが、DNSトラフィックは日々増加し続けており、それに合わせてサー
バーロードバランサー製品のパフォーマンスも増強する必要がありました。

顧客に高品質なサービスを提供するため常に先進技術の研究を進めていた同社
はまた、今後増加すると予測されるIPv6トラフィックにDNSシステムを対応させる
ため、IPv6に対応したロードバランサー製品の導入を検討していました。

同社は、これらの課題を解決するためサーバーロードバランサー製品の入替えを
決定し、新しい製品の選定を開始しました。

■圧倒的なパフォーマンスを記録したAXシリーズ
機器選定にあたっては、課題となっていたパフォーマンスやIPv6対応に加え、コスト
パフォーマンスや操作性の高さが重視されました。

さくらインターネットは、既に導入実績がある他社メーカーのサーバーロードバラ
ンサー製品とA10ネットワークスのAXシリーズの2社で選定を行った結果、実機に
よる検証で想定以上のパフォーマンスを記録した点、IPv6にネイティブで対応して
いる点が決め手となり、AX 2500の導入を決定しました。また、AXシリーズが同価
格帯の製品と比べて圧倒的にパフォーマンスが高い点、CLIが使用可能な点も高く
評価されました。

■ IPv6に対応したハイパフォーマンスなDNSシステムの実現
AX 2500は、さくらインターネットのデータセンターの一つである大阪の堂島データ
センターにおいて、DNSシステムの一部としてDNSキャッシュサーバーの手前に導
入されています。配下のDNSサーバーは複数台配置され、DNSトラフィックを高速
に処理しています。ピーク時には一秒当たり4万程のDNSクエリを処理する同社の
DNSシステムでは日 ト々ラフィックが増加し続けていますが、AXシリーズは余裕の
パフォーマンスでこれを処理しています。

AXシリーズはIPv4/IPv6デュアルスタックとしても動作し、IPv4トラフィックに加え、
IPv6トラフィックも処理できるように構成されています。AXシリーズやその配下の
DNSサーバー群は２セット用意され、AXシリーズの上位のルーターがIP anycastで
ルーティングすることによってシステム全体の冗長性を実現しています。

■ ハイパフォーマンスなAXで運用負荷を軽減
さくらインターネット研究所の上級研究員である大久保 修一氏は
次のように述べています。

「一つの筺体で豊富なIPv4枯渇対策/IPv6移行のソリューションを
提供しているA10製品に魅力を感じました。さらに最新技術を積極
的に製品に取り入れていくA10のビジョンにも将来性を感じます。」
「技術メンバーの迅速なサポートもA10の魅力の一つです」

AXシリーズのパフォーマンスの高さは、運用面でもメリットがある
ものでした。運用部 サービスオペレーション第二チームの井上 昌之
氏は次のように述べています。

「従来は、トラフィックが増える度にサーバーロードバランサーの
負荷状況を注意深く監視している必要がありましたが、AXシリーズ
導入後はその必要がなくなりました。結果として 運用負荷が軽減
できたことを実感しています。」

今後もさくらインターネットは他拠点のデータセンターのDNSシス
テムにもAXシリーズを導入していく予定です。
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